
令和4年度（2022年度）

事 業 報 告 書

鈴 鹿ｸﾞﾘｰﾝﾎｰﾑ

公 式ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ

事 業 計 画 目 標

良質の介護福祉ｻｰﾋﾞｽの提供に向けて

〜介護福祉のよいところは守り、見直すべきところは“飛躍的な革新”を図る〜



1. 法人運営(総務係)
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(1)認証等の認定･更新･登録)認証等の認定･更新･登録

✔三重県：「みえ働きやすい介護職場取組宣言事業所
・令和4年10月29日（更新・宣言番号1）

✔三重県：「みえ働き方改革推進企業」登録
・令和4年10月 1日

✔農林水産省：「野菜ｻﾎﾟｰﾀｰ」認定
・令和4年 9月26日

✔厚生労働省：「知って、肝炎ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ」
ﾊﾟｰﾄﾅｰ団体登録

・令和4年10月 6日

～Good practice①～

✔一般事業主行動計画（計画期間：2018.4.1～2023.3.31）
✔消費者庁「消費者志向自主宣言」 (2022 .10 .14宣言 )
✔三重県「障がい者雇用推進企業ﾈｯﾄﾜｰｸ」登録 (2015.11.2）

(4)地域ｲﾍﾞﾝﾄ等への協力･参画
✔三重県民の日「県民ﾌﾗﾜｰﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ」

鈴鹿市制80周年ｷｯｸｵﾌｲﾍﾞﾝﾄ

・主催：三重県、鈴鹿市 ・令和4年4月16日（土）

・場所：鈴鹿ﾌﾗﾜｰﾊﾟｰｸ東ｴﾝﾄﾗﾝｽ広場

・参加者：入居者･利用者3名、職員2名

✔ｲﾝｽﾀﾗｲﾌﾞ(小林史明代議士、山本佐知子参議院議員)
・令和4年 9月20日（土）

・ﾃｰﾏ：「ﾃﾞｼﾞﾀﾙ×高齢者福祉」 ・出演者：職員1名

✔みえ福祉･介護ﾌｪｱ2022
・主催：社会福祉法人三重県社会福祉協議会（三重県委託事業）

・三重県老人福祉施設協会会員施設として参画

・介護ﾛﾎﾞｯﾄ、介護ｿﾌﾄ等：６機種展示･体験

～Good practice②～

革新
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※１）特定技能1号：中小・小規模事業者をはじめとした人手不足は深刻化しており、我が国の経済・社会基盤の
持続可能性を阻害する可能性が出てきているため、生産性向上や国内人材確保のための取組を行ってもなお
人材を確保することが困難な状況にある産業上の分野において、一定の専門性・技能を有し即戦力となる外
国人を受け入れていく仕組みを構築するために特定技能制度が創設されました
「特定技能1号」は、特定産業分野に属する相当程度の知識又は経験を必要とする技能を要する業務に従事
する外国人向けの在留資格（出典：出入国在留管理庁「特定技能ｶﾞｲﾄﾞﾌﾞｯｸ」）

※２）技能実習生：技能実習制度は、国際貢献のため、開発途上国等の外国人を日本で一定期間（最長5年
間）に限り受け入れ、OJTを通じて技能を移転する制度（出典：法務省出入国在留管理庁、厚生労働省
人材開発統括官「外国人技能実習制度について」）

※３）ICT：情報通信技術（Information and Communication Technology）

(3)多様な人材の活躍（令和5年3月31日現在）

✔高年齢者（65歳以上）の雇用
・18名雇用（職員117名中）

・主な職種：介護職員、生活援助（介護の周辺業務を担当）

✔障がい者の雇用
・4名雇用

・主な職種：介護職員、生活援助（介護の周辺業務を担当）

✔外国人介護人材の雇用
・1名（特定技能1号※１）→5名（特定技能4名：日本語能力試験N3-

4名／ 技能実習生※２ 1名：日本語能力試験N4）
・明るく元気、一生懸命 ・日本語能力に多少差は見られる
・ﾃｸﾉﾛｼﾞｰ（介護ﾛﾎﾞｯﾄ、ICT※3など）との親和性が高い

～Good practice③～

【告知】

・令和4年10月18日（火）18：00～ 三重ﾃﾚﾋﾞ「Mieﾗｲﾌﾞ」出演

【特設Webｻｲﾄ(11月7日～)】

・令和4年11月12日（土） ・出演者：職員1名

・内容：映画「つむぐもの」犬童監督とのﾄｰｸｾｯｼｮﾝ進行役(ｵﾝﾃﾞﾏﾝﾄﾞ)

【会場ｲﾍﾞﾝﾄ】

・令和4年11月13日（日）

・場所：ｲｵﾝﾓｰﾙ津南 1階 みなみの広場

・内容：介護ﾛﾎﾞｯﾄ等の展示･体験 ・職員2名、協力企業担当者7名

✔学校法人みえ大橋学園 ﾕﾏﾆﾃｸ医療福祉大学校様
ｵｰﾌﾟﾝｷｬﾝﾊﾟｽ
・令和4年12月17日（土）

・場所：ﾕﾏﾆﾃｸ医療福祉大学校

・内容：介護ﾛﾎﾞｯﾄ等の展示･体験【7機種】

・職員3名、協力企業担当者5名

✔「ｵﾝﾗｲﾝﾄｰｸで気軽に介護のお話！」
・主催：三重県介護福祉士養成施設協議会様

・令和5年 2月 5日（日）

・内容：介護関係者、教員、在校生等の座談会

革新



(5)ご見学
✔鈴鹿市内社会福祉法人様
・令和4年 4月27日（水）

・ﾃｸﾉﾛｼﾞｰ（ｲﾝｶﾑ、ICT、介護ﾛﾎﾞｯﾄなど）

✔明和町内社会福祉法人様
・令和4年 5月23日（月）

・LIFE※４、ﾃｸﾉﾛｼﾞｰ（介護ﾛﾎﾞｯﾄ、ICTなど）

✔鈴鹿市内社会福祉法人様
・令和4年 6月 9日（木）

・ﾃｸﾉﾛｼﾞｰ（介護ｿﾌﾄ、ICT、介護ﾛﾎﾞｯﾄなど）

✔鈴鹿市内医療法人様
・令和4年 7月13日（水） ・ﾃｸﾉﾛｼﾞｰ（介護ﾛﾎﾞｯﾄ、ICTなど）

✔福井県 坂井地区広域連合議会議員様、事務局様
・令和4年11月15日（火） ・ﾃｸﾉﾛｼﾞｰ（介護ﾛﾎﾞｯﾄ、ICTなど）

✔広島県内社会福祉法人様
・令和4年11月18日（金）

・LIFE、自立支援促進、ﾃｸﾉﾛｼﾞｰ（介護ﾛﾎﾞｯﾄ、ICTなど）

✔広島県内医療法人･社会福祉法人様(ｵﾝﾗｲﾝ)
・令和5年2月9日（木）

・機能訓練、ﾃｸﾉﾛｼﾞｰ（介護ﾛﾎﾞｯﾄ、ICTなど）

✔ﾔﾏﾓﾘ株式会社様、三重県薬務課
公益財団法人三重県産業支援ｾﾝﾀｰ様
・令和5年3月17日（金）

・食事提供、ﾃｸﾉﾛｼﾞｰ（介護ﾛﾎﾞｯﾄ、ICTなど）

✔愛知県内社会福祉法人様
・令和5年3月22日（水）

・ﾃｸﾉﾛｼﾞｰ（介護ﾛﾎﾞｯﾄ、ICT）

※４）科学的介護情報ｼｽﾃﾑ（LIFE）：LIFE/Long-term care Information system For Evidence、

介護に関するさまざまなﾃﾞｰﾀを収集し、それを分析してﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸするためのWebｼｽﾃﾑのこと 3

～Good practice④～



(6)講師派遣
✔LIFE研修会（公益社団法人全国老人福祉施設協議会老施協総研

LIFE研修会講師ﾒﾝﾊﾞ-として）

・令和4年 7月26日（火）：栃木県老人福祉施設協議会様

（ｵﾝﾗｲﾝ）

・令和4年 9月29日（木）：一般社団法人長野県高齢者福祉事業協

会様

・令和4年11月30日（水）：一般社団法人岐阜県老人福祉

施設協議会･西濃支部様

・令和4年12月12日（月）：島根県老人福祉施設協議会様

・令和5年 1月 ：新潟県老人福祉施設協議会様

(ｵﾝﾃﾞﾏﾝﾄﾞ)

✔令和4年度東海北陸ﾌﾞﾛｯｸ老人福祉施設研究大会(ｵﾝﾗｲﾝ)
・令和4年 9月 5日（月）～30日（金）

・ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ（座談会）ﾃｰﾏ：「介護現場が抱える課題と展望」

✔国際医療福祉大学 社会福祉運営管理論（ｵﾝﾗｲﾝ）
・令和4年10月21日（金）

・講義ﾃｰﾏ：「法人の取組-ICT･栄養･科学的介護情報ｼｽﾃﾑ（LIFE）-」

・他14回はｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ出席

✔ATCｴｲｼﾞﾚｽｾﾝﾀｰ ｵﾝﾗｲﾝｾﾐﾅｰ
・令和4年10月26日（水）

・ﾃｰﾏ：『「ｻｰﾋﾞｽの質の向上」と同時に「負担を軽減する」～介護ﾛ

ﾎﾞｯﾄ、ICT、ﾃﾞｰﾀ活用事例～』

✔福岡県老人福祉施設協議会 令和4年度居宅介護部会･次
世代部会研修会（ｵﾝﾗｲﾝ）
・令和4年11月11日（金）

・LIFEﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸﾃﾞｰﾀの活用に取り組む事業所の立ち場として意見交

換ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑに出席

✔科学的介護に向けた質の向上支援等事業（LIFEﾏｲｽﾀｰ
事業）研修動画撮影
・令和5年 1月25日（水）

・事例紹介：「LIFEの利活用とPDCAｻｲｸﾙの取り組み」

4

革新

～Good practice⑤～

革新

革新



(7)委員等派遣
✔株式会社三菱総合研究所（厚生労働省事業）

・科学的介護情報ｼｽﾃﾑﾜｰｷﾝｸﾞｸﾞﾙｰﾌﾟ委員
・科学的介護情報ｼｽﾃﾑにおけるﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸの活用に資する調査研究事
業 ﾜｰｷﾝｸﾞﾁｰﾑ 委員

・科学的介護に向けた質の向上支援等事業検討委員会（LIFEﾏｲｽﾀｰ事
業） 委員

✔三重県
・介護保険審査会委員

✔ 公益社団法人全国老人福祉施設協議会
・21世紀委員会委員長
・老施協総研 LIFEに関する研修会講師ﾒﾝﾊﾞｰ
・老施協総研ﾊﾞｰｾﾙｲﾝﾃﾞｯｸｽ※５研修検討 委員
・予備代議員

✔三重県老人福祉施設協会
・副会長
・介護福祉人材確保対策ﾜｰｷﾝｸﾞﾁｰﾑ 委員
・21世紀委員会委員

✔社会福祉法人三重県社会福祉協議会
・社会福祉施設職員研修委員会委員長
・三重県福祉人材ｾﾝﾀｰ運営委員会 副委員長
・三重県福祉ｻｰﾋﾞｽ運営適正化委員会 委員
・三重県福祉人材ｾﾝﾀｰ 介護人材確保対策連携推進協議会 委員
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(8)ﾃｸﾉﾛｼﾞｰ利活用状況
～ﾛﾎﾞｯﾄ･介護機器･ICT機器を “組み合わせて” 使用～
・介護ﾛﾎﾞｯﾄ ：１０機種、計９９台(２４台増)

・介護機器 ：１３機種、計３３台

・ICT機器(ｱﾌﾟﾘを含みます)：１８種類

～Good practice⑥～

～Good practice⑦～

【内訳】ｶﾒﾗ系ｾﾝｻｰ（見守り支援） ：4機種（計50台）
ﾏｯﾄ系ｾﾝｻｰ（見守り支援） ：2機種（計43台）
ﾊﾟﾜｰｱｼｽﾄｽｰﾂ（装着型移乗支援） ：2機種（計 2台）
非装着型移乗支援 ：2機種（計 2台）
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ ：1機種（計 1台）
排せつ予測ﾃﾞﾊﾞｲｽ ：1機種（計 1台）

革新

※５）ﾊﾞｰｾﾙｲﾝﾃﾞｯｸｽ(BI) ：日常生活活動を評価するためのもので、評価項目は食事、移乗など10項
目からなっています。各項目は「自立」「部分介助」「全介助または不可能」の3段階もしく
は2段階で評価を行います。



(9)情報発信
～社会課題の改善に取り組んでいることを広く発信～
✔DX※6取組ﾘｰﾌﾚｯﾄの作成

✔LIFE取組ﾘｰﾌﾚｯﾄの作成

✔ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞによる情報発信
・363,908ﾍﾟｰｼﾞﾋﾞｭｰ

・34,817user

・ｸﾞﾘｰﾝﾎｰﾑだより公開数：1,157回

・情報公開ﾍﾟｰｼﾞへの公開数：54回

✔ﾆｭｰｽﾚﾀｰの配布
・9回発行（特養･ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ）

※6） ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾄﾗﾝｽﾌｫｰﾒｰｼｮﾝ ：IT の浸透による生活の良化
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～Good practice⑨～

(10)職員ｱﾝｹｰﾄ結果

～Good practice➉～

革新

革新

(2)鈴鹿市社会福祉法人等指導監査結果(2022.11.29受審)

✔文書指摘：なし

～Good practice⑧～



2. 特別養護老人ﾎｰﾑ 鈴鹿ｸﾞﾘｰﾝﾎｰﾑ

✔厚生労働省
・ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ掲載：「ｹｱの質の向上に向けた科学的介

護情報ｼｽﾃﾑ（LIFE）の利活用に関する事例集」

当ﾎｰﾑの事例2例【事例08・10】が掲載

・「介護ﾛﾎﾞｯﾄ導入活用事例集2022」掲載

（公益財団法人ﾃｸﾉｴｲﾄﾞ協会様）

・「令和４年度科学的介護に向けた質の向上支援等

事業研修会」

当ﾎｰﾑのﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ活用事例が掲載、動画公開

✔三重県、三重県身体障害者総合福祉ｾﾝﾀｰ
（みえﾃｸﾉｴｲﾄﾞｾﾝﾀｰ）様

・事例発表：「当会における介護現場革新について～介護ｻｰﾋﾞｽの

質の向上と同時にｽﾀｯﾌの負担軽減を図る～」ｵﾝﾗｲﾝ発表

（2022.12.16）

✔ｼﾙﾊﾞｰ産業新聞様
・掲載：「LIFE様式はｹｱﾌﾟﾗﾝ改善の重要ﾂｰﾙ」（2022.4.10）

・掲載：「科学的介護は現場での工夫･考察の中に」(2023.1.10)

✔高齢者住宅新聞社様
・登壇：第12回介護経営ｻﾐｯﾄ「LIFE算定とﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ有効

活用ｵﾝﾗｲﾝ（2022.12.08）

・紹介：第11回介護経営ｻﾐｯﾄ」当ﾎｰﾑのLIFEﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ等

の活用事例（2022.9.28）

✔公益社団法人全国老人福祉施設協議会
東海北陸ﾌﾞﾛｯｸ老人福祉施設協議会
・老人福祉施設研究大会（富山ｵﾝﾗｲﾝ大会）において、

7年連続で実践事例を報告（2022.9.5-9.30）

✔ﾌﾞﾙｰｵｰｼｬﾝｼｽﾃﾑｽﾞ様
・紹介：BOSｵﾝﾗｲﾝｾﾐﾅｰ「LIFEへの取り組みとﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ
活用事例」（2023.3.27）

～Good practice～
多くの方々とつながり、新しい考え方･新たな知識や技術への

学びの機会をいただきました

7

革新

革新



✔試用

✔協力（実証等）

✔みえ福祉第三者評価基準 高齢者版：45項目

9

(1)みえ福祉第三者評価※7の受審

評価 今回 前回【平成28年度･2016年度】

Ａ評価 40項目（ 89％(↑)） 38項目（ 72％）

Ｂ評価 5項目（ 11％(↓)） 15項目（ 28％）

Ｃ評価 0項目（ 0％(－)） 0項目（ 0％）

計 45項目（100％ ） 53項目（100％）

※７）みえ福祉第三者評価：三重県では、福祉ｻｰﾋﾞｽの内容などを利用者・事業者以外の第三者（評価機関）
が評価を行い、「評価結果」を出すとともに、事業者自らが提供しているｻｰﾋﾞｽを評価する「自己評価」を行い、
事業者自らが課題点、問題点等の「気づき」につなげ、「改善計画」を策定し、それを実行することにより「福祉
ｻｰﾋﾞｽの質の向上」を図る、「みえ福祉第三者評価」を実施しています。（三重県ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ） 8

事業名 日程 実施機関 備考

ｶﾒﾗ系ｾﾝｻｰ

「HitomeQ(ﾋﾄﾒｸ)」ﾄﾗｲｱﾙ

6～8月 ｺﾆｶﾐﾉﾙﾀQOLｿﾘｭｰ

ｼｮﾝｽﾞ株式会社様

ﾊﾟﾜｰｽｰﾂ

「J-PAS fleairy」

(ｼﾞｪｲﾊﾟｽﾌﾚｱﾘｰ)改良品

9月～ 株式会社

ｼﾞｪｲﾃｸﾄ様

ｶﾊﾞｰ･外 付

けﾌｧﾝ･膝

ﾊﾟｯﾄﾞ

換気状態の見える化ｻｰﾋﾞｽ

「Airoco(ｴｱﾛｺ)」

12月～ 中部電力株式会

社様

見守り･AI離床検知ｶﾒﾗｼｽﾃﾑ

「ｳﾞｫｸｾﾗVｹｱ」

1月～ Voxela inc様

革新

革新

革新

事業名 日程 実施機関 備考
「介護ﾛﾎﾞｯﾄ等による生産

性向上の取組に関する効果

測定事業」

5月～ 株式会社三菱総

合研究所様

厚生労働

省R4

実証事業
「認知症の認知機能、生活

機能の評価尺度のあり方に

関する調査研究事業」

12～3月 みずほﾘｻｰﾁ＆ﾃｸﾉﾛ

ｼﾞｰｽﾞ株式会社様

厚生労働

省R4

老健事業
「科学的介護に向けた質の

向上支援等事業 事例収

集」ﾋｱﾘﾝｸﾞ

12月～ 株式会社三菱総

合研究所様

厚生労働

省R4

老健事業

(2)外部機関、他産業との連携･協力

革新



✔協力（調査、取材）

事業名 日程 実施機関 備考

ｶﾒﾗ系ｾﾝｻｰ「Neos+Care」利

活用動画撮影

4月 N&Fﾃｸﾉｻｰﾋﾞｽ株

式会社様

「認知症ｹｱ実践における外国

人介護士の異文化ｽﾄﾚｽおよびｹ

ｱ困難感の実態調査」回答

5月 鈴鹿医療科学大

学看護学部様

介護ﾋﾞｼﾞｮﾝ「外国人介護人材ｱ

ﾝｹｰﾄ』回答

5月 株式会社日本医

療企画様
広報誌『福祉みえ7月号「そ

うだ 先輩に聞こう」』回答

7月 社会福祉法人三

重県社会福祉協

議会様

広報素材にかかる取材･撮影 12

～1月

株式会社ｼﾞｪｲﾃｸ

ﾄ様
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事業名 日程 実施機関 備考
「介護老人福祉施設における
外国人技能実習生の雇用等に
関するｱﾝｹｰﾄ調査」回答

11月 西南学院大学人
間科学部社会福
祉学科様

「介護職員の就労継続意識と
心理的安全性に関する調査研
究」回答

11月 青森県立保健大
学健康科学部様

「福祉避難所の量的確保及び
質的確保に係る課題に関する
実態調査」回答

11月 MS&ADｲﾝﾀｰﾘｽｸ
総研株式会社様

「腰痛予防対策に関するｱﾝｹｰ
ﾄ調査」回答

11月 中央労働災害防
止協会様

「科学的介護に向けた質の向
上支援等事業」協力

11月 株式会社三菱総
合研究所様

厚生労働
省R4
老健事業

「認知機能の評価表検証調
査」協力

11月 みずほﾘｻｰﾁ＆ﾃｸ
ﾉﾛｼﾞｰｽﾞ株 式 会
社様

厚生労働
省R4
老健事業

「介護施設等におけるｶﾒﾗﾀｲﾌﾟ
の見守り機器の効果的な活用
に向けた実態調査に関する
実態調査研究事業」回答

12月 株式会社日本総
合研究所様

厚生労働
省R4
老健事業

「ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ･機能訓練、口腔、
栄養の一体的取組に関す
る調査研究事業」回答

12月 一般社団法人日
本健康･栄養ｼｽﾃ
ﾑ学会様

厚生労働
省R4
老健事業



事業名 日程 実施機関 備考
「特別養護老人ﾎｰﾑの看取り
に向けたｹｱﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄの関する
調査研究」回答

12月 佐久大学人間福
祉学部様

「J-PAS fleairy」の使用状況
に関するﾋｱﾘﾝｸﾞ

12月 九州工業大学生
命体工学研究科
様

「介護ｻｰﾋﾞｽの質の評価指標
の開発に関する調査研究」
回答、ﾋｱﾘﾝｸﾞ

12月 P w Cｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ
合同会社様

厚生労働
省R4
老健事業

「鈴鹿亀山地区ｻｰﾋﾞｽ提供事
業所調査」回答

12月 鈴鹿亀山地区広
域連合

「ｹｱﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ等 に か か る 調
査」回答

12月 鈴鹿亀山地区広
域連合

「介護現場での自立支援促進
に係る取組に関する調査」回
答

12月 PwCｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ
合同会社様

厚生労働
省R4
老健事業

「介護老人福祉施設における
介護ﾛﾎﾞｯﾄの導入･利用等の状
況に関する調査」回答

2月 大阪商業大学総
合経営学部様

「特別養護老人ﾎｰﾑにおける
看護職の人材ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ指標の
開発に関する研究」回答

3月 関東学院大学看
護学部看護学科
様

文科省科
学研究費
事業

「介護職員による高齢者虐待
を含む不適切ｹｱ防止対策に関
するＷｅｂｱﾝｹｰﾄ」回答

3月 中部学院大学短
期大学部

「介護福祉士の専門的自律性
を評価する尺度の開発に関す
るｱﾝｹｰﾄ調査」回答

3月 目白大学人間学
部人間福祉学科

✔質問への回答等
事業名 日程 相手先 備考

「介護ﾛﾎﾞｯﾄに関する質問」

回答

7月 東京都中学校生

徒様

電子ﾒｰﾙ

「ICT利活用に関する質問」

回答

10月 長野県特別養護

老人ﾎｰﾑ職員様

電子ﾒｰﾙ

「 LIFEﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ関 す る 質

問」回答

1月 富山県社会福祉

法人職員様

電話

「 LIFE研修会に関する質

問」回答

2月 島根県介護施設

管理者様

電子ﾒｰﾙ

10

革新

革新

革新
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✔掲載
内 容 日程 相手先 備考

Twitter『当ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ：ｶﾒﾗ系

ｾﾝｻｰ「HitomeQ」紹介記事』

6月 ｺﾆｶﾐﾉﾙﾀQ O Lｿﾘｭｰ

ｼｮｼｽﾞ株式会社様

各事業についての紹介（ｻｰﾋﾞ

ｽ内容、特徴等）

7月 健達ねっと様

ﾊﾟﾜｰｱｼｽﾄｽｰﾂ「J-PAS 

freairy」導入事例 YouTube

10月 株式会社ｼﾞｪｲﾃｸﾄ

様

ﾊﾟﾜｰｱｼｽﾄｽｰﾂ「J-PAS 

freairy」ﾘｰﾌﾚｯﾄ導入事例掲載

3月 株式会社ｼﾞｪｲﾃｸﾄ

様

※８）IoT：Internet of Things、ﾓﾉのｲﾝﾀｰﾈｯﾄ
様々な「ﾓﾉ（物）」がｲﾝﾀｰﾈｯﾄに接続され（単に繋がるだけではなく、ﾓﾉがｲﾝﾀｰﾈｯﾄのように繋がる）、
情報交換することにより相互に制御する仕組み（「Wikipedia」）

✔実習生受入
内 容 日程 相手先 備考

管理栄養士臨地実習 2月 鈴鹿医療科学大

学保健衛生学部

医療栄養学科様

内 容 日程 相手先 備考
ICT･介護ﾛﾎﾞｯﾄ･LIFE (ｵﾝﾗｲﾝ) 4月 鈴鹿市内社会福

祉法人様

介護事業所における I C T･

IoT※８の活用等（ｵﾝﾗｲﾝ）

5月

11月

＆ConsultingFirm様

実証事業結果報告及びHitomeQ

(ﾋﾄﾒｸ)ﾄﾗｲｱﾙの説明(ｵﾝﾗｲﾝ)

4月 ｺﾆｶﾐﾉﾙﾀQ O Lｿﾘｭｰ

ｼｮﾝｽﾞ株式会社様

処遇改善加算計画･報告様式

の事務（ｵﾝﾗｲﾝ）

8月 伊賀市内社会福

祉法人様

ｲﾝｶﾑの利活用、介護施設の

現状等（ｵﾝﾗｲﾝ）

9月 日栄無線株式会

社様

HitomeQ(ﾋﾄﾒｸ)報告会(対面･

ｵﾝﾗｲﾝ)

11～2

月

ｺﾆｶﾐﾉﾙﾀQOLｿﾘｭｰ

ｼｮﾝｽﾞ株式会社様

✔意見交換、情報交換

事業名 日程 相手先 備考
「 LIFE研修会に関する質

問」回答

2月 新潟県老人福祉

施設協議会様

電子ﾒｰﾙ



(3)科学的介護情報ｼｽﾃﾑ(LIFE)ﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ事業所票ﾃﾞｰﾀ
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主な項目 当ﾎｰﾑ(R5.2.28)
要介護度 ３．９５>
障がい高齢者の日常生活

自 立 度 ※ ９ (ﾗﾝｸB 以 上 )

７６．３％<

認知症高齢者の日常生活

自立度※１０ (ﾗﾝｸⅢ以上 )

９０．８％>

ADL合計点※１１(30点以上) ６０．５％>
BMI※１２(18.5以上) ７８．９％>

低栄養状態のﾘｽｸﾚﾍﾞﾙ※１３ 「低」２７．６％<

「中」４７．４％<

「高」２５．０％>

褥瘡がある入居者の割合 ２．６％<
歯･入れ歯が汚れている ６．６％<

むせやすい ２３．７％<

誤嚥性肺炎の発症・既往 １．３％<
DBD－13※１４合計点 ５．０８>

(意思疎通) 自分から挨拶

する･話しかける

５２．６％>

(意思疎通) 挨拶･呼びか

けに対して返答や笑顔が

見られる

４２．１％<

全国平均(R5.2.28)
３．７０

７８．４％

７５．２％

３８．４％

５９．４％

「低」３４．２％

「中」４９．３％

「高」１６．５％

３．８％

２６．４％

３０．９％

８．９％

４．７３

３１．５％

５８．０％

※９）障がい高齢者の日常生活自立度：
B「屋内での生活は何らかの介助を要し、日中もﾍﾞｯﾄﾞ上での生活が主体であるが、座位を保つ」
C「1 日中ﾍﾞｯﾄﾞ上で過ごし、排せつ、食事、着替において介助を要する」

※１０）認知症高齢者の日常生活自立度：
Ⅲ「日常生活に支障を来すような症状・行動や意志疎通の困難さが見られ、介護を必要とする」
Ⅳ「日常生活に支障を来すような症状・行動や意志疎通の困難さが頻繁に見られ、常に介護を必要とす
る」

M「著しい精神症状や周辺症状あるいは重篤な身体疾患が見られ、専門医療を必要とする」
※１１）日常生活動作(ADL)に関する機能的評価指標で10項目について得点評価を行う

得点が高いほど機能的評価も高い
※１２）BMI（Body Mass Index）：[体重(kg)]÷[身長(m)の2乗]で算出される値、肥満や低体重の判

定に用いる
※１３）低栄養状態のﾘｽｸﾚﾍﾞﾙ：

※１４）DBD-13（Dementia Behavior Disturbance Scale）：認知症行動障害尺度(13項目)

革新

ﾘｽｸ分類 「低」ﾘｽｸ 「中」ﾘｽｸ 「高」ﾘｽｸ

BMI 18.5以上 18.5未満

体重減少率 変化なし
（減少3％未満）

１か月に3～5％未満
３か月に3～7.5％未満
６か月に3～10％未満

１か月に5％以上
３か月に7.5％以上
６か月に10％以上

血清ｱﾙﾌﾞﾐﾝ値 3.6mg/dl以上 3.0～3.5mg/dl 3.0mg/dl未満

食事摂取量 76～100％ 75％以下

栄養補給法 経腸栄養法 静脈栄養法

褥瘡 褥瘡



(5)今年度追加実装したﾃｸﾉﾛｼﾞｰ

✔Neos+Care（ﾈｵｽｹｱ）
・ｶﾒﾗ系ｾﾝｻｰﾛﾎﾞｯﾄ ・ﾉｰﾘﾂﾌﾟﾚｼｼﾞｮﾝ社製 ・20台（計20台）

・C棟 ・三重県介護ﾛﾎﾞｯﾄ導入支援事業対象

(6)ご入居者ご家族アンケート結果

(7)学びの機会
・「8.研修受講等、学びの機会」をご参照ください
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(4)ｲﾍﾞﾝﾄ等

✔創立29周年記念お食事会
・令和4年 4月29日（金）

✔敬老祝賀お食事会
・令和4年 9月19日（月･敬老の日）

✔ｸﾘｽﾏｽ会
・令和4年12月17日（土）

✔音楽会（ｵﾝﾗｲﾝ）
・令和4年4月～令和5年3月

・計711回開催、Web教室16回開催



✔医務係

①医療的支援
②褥瘡予防、褥瘡ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ：

・特別養護老人ﾎｰﾑ「(3)科学的介護情報ｼｽﾃﾑ（LIFE）ﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ事業所

票ﾃﾞｰﾀ」をご参照ください

③看取りｹｱ：延べ929日実施

④個別機能訓練
・特別養護老人ﾎｰﾑ「(3)科学的介護情報ｼｽﾃﾑ（LIFE）ﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ事業所

票ﾃﾞｰﾀ」をご参照ください

⑤感染症予防、発生時の対応
・感染症ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ：4回実施

・感染症発生状況（ﾎｰﾑ･事業所関連）

・職員の社会的（PCR）検査：延べ4,148名検査（4月～3月･陽性15名)

⑥学びの機会：「8.研修受講等、学びの機会」をご参照ください

✔総務係 栄養･調理部門

①栄養ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ
・特別養護老人ﾎｰﾑ「(3)科学的介護情報ｼｽﾃﾑ（LIFE）ﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ

事業所票ﾃﾞｰﾀ」をご参照ください

②農林水産省「野菜サポーター」登録
・令和4年9月26日登録

③衛生管理：害虫駆除：2回実施(法定)、HACCP※１５に基づいた食事

提供

④情報発信：ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞｸﾞﾘｰﾝﾎｰﾑだより 1,157回公開

⑤学びの機会：
・「8.研修受講等、学びの機会」をご参照ください
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ﾜｸﾁﾝ接種
陽性者 ﾎｰﾑ内･事業所

内療養者入居者･利用者 職員

新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染症 ２回 ２５名 ３５名 ５回･計２５名

ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ １回 ０名 ０名 ０名

ﾉﾛｳｲﾙｽ等感染性胃腸炎 ー ０名 ０名 ０名

※１５）HACCP（Hazard Analysis and Critical Control Point）：食品等事業者自らが食中毒菌汚染や
異物混入等の危害要因（ﾊｻﾞｰﾄﾞ）を把握した上で、原材料の入荷から製品の出荷に至る全工程の中で、
それらの危害要因を除去又は低減させるために特に重要な工程を管理し、製品の安全性を確保しようとする
衛生管理の手法（厚生労働省ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ）

栄養 栄養



3. ｼｮｰﾄｽﾃｲ 鈴鹿ｸﾞﾘｰﾝﾎｰﾑ

✔「J-PAS」利活用動画の撮影協力
・ﾊﾟﾜｰｽｰﾂ型ﾛﾎﾞｯﾄ ・ｼﾞｪｲﾃｸﾄ社製

✔Neos+Care（ﾈｵｽｹｱ）の追加実装
・ｶﾒﾗ系ｾﾝｻｰﾛﾎﾞｯﾄ ・ﾉｰﾘﾂﾌﾟﾚｼｼﾞｮﾝ社製 ・4台（計10台）

～Good practice～
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(１)学びの機会
・「8.研修受講等、学びの機会」をご参照ください

4. ｼｮｰﾄｽﾃｲ 鈴鹿ｸﾞﾘｰﾝﾎｰﾑ 翠風

✔「Neos+Care」(ﾈｵｽｹｱ)利活用動画の撮影協力
・ｶﾒﾗ系ｾﾝｻｰﾛﾎﾞｯﾄ ・撮影：N&Fﾃｸﾉｻｰﾋﾞｽ株式会社様

✔「ACERA1110」利活用ﾘｰﾌﾚｯﾄの作成協力
・無線LANｱｸｾｽﾎﾟｲﾝﾄ ・撮影：株式会社ﾌﾙﾉｼｽﾃﾑｽﾞ様

✔「HitomeQ」(ﾋﾄﾒｸ)の実装
・ｶﾒﾗ系ｾﾝｻｰﾛﾎﾞｯﾄ ・ｺﾆｶﾐﾉﾙﾀQOLｿﾘｭｰｼｮﾝｽﾞ株式会社製

・10台（計10台）

✔「ｱｲｽﾍﾟｯｸ」のﾃﾞｰﾀ収集協力
・ﾊﾞｲﾀﾙ見守り機器（仮称）・三重電子株式会社製

・機能：ﾊﾞｲﾀﾙｻｲﾝ、離床、ﾅｰｽｺｰﾙ ・1台

～Good practice～

(１)学びの機会
・「8.研修受講等、学びの機会」をご参照ください

革新



評価 一昨年度末
○ 358

△ 52

✕ 16

評価 一昨年度末
○ 50

△ 3

✕ 0

評価 一昨年度末
○ （未開設）

△ （未開設）

✕ （未開設）

✔ﾕﾆｯﾄｹｱﾁｪｯｸﾘｽﾄ（特別養護老人ﾎｰﾑ8ﾕﾆｯﾄ/ｼｮｰﾄｽﾃｲ1ﾕﾆｯﾄ/翠風2ﾕﾆｯﾄ）

令和5年3月31日
381（＋7）

32（▲3）

11（▲4）

令和5年3月31日

51（±0）

2（±0）

０（±0）

令和5年3月31日

102（＋22）

4（▲18）

0（▲4）

昨年度末
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15

昨年度末

51

2

0

昨年度末

80

22
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→
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5. ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ 鈴鹿ｸﾞﾘｰﾝﾎｰﾑ

✔機能訓練用ｱﾌﾟﾘ「ﾓﾌﾄﾚ」導入
･ｳｪｱﾗﾌﾞﾙ端末 Moffﾊﾞﾝﾄﾞを装着したｵﾝﾗｲﾝ体操

台湾 龍骨王社製 歩行状態測定ﾃﾞﾊﾞｲｽ試用
･ｱﾌﾟﾘ「GaitBEST」「Majesty」試用による転倒予測

※上記２機種を組み合わせて機能訓練への活用を模索

～Good practice～

(１)ご利用者･ご家族アンケート結果

(２)学びの機会
・「8.研修受講等、学びの機会」をご参照ください

(３)R5年度より「事業所評価加算」を算定

革新

革新

・ｺﾛﾅ禍においてもできることを実施【ﾕﾆｯﾄ内ｲﾍﾞﾝﾄ、ｵﾝﾗｲﾝ活用（音楽会･体

操･花見･鑑賞等）、移動販売車の活用など】



6. 鈴鹿ｸﾞﾘｰﾝﾎｰﾑ 居宅介護支援事業所
（ｹｱﾏﾈｼﾞｬｰ）

✔調査研究事業への協力
・「LIFEを活用した取り組み状況の把握および訪問系ｻｰﾋﾞｽ･居

宅介護支援事業所におけるLIFEの活用可能性の検証に関する

調査研究」（LIFEﾓﾃﾞﾙ事業、8月～）

・「居宅介護支援および介護予防支援における令和3年度介護報酬改定

の影響に関する調査研究事業（12月～）

✔ﾃﾚﾜｰｸ･ﾓﾊﾞｲﾙﾜｰｸへのﾁｬﾚﾝｼﾞ
・ｵﾝﾗｲﾝによる業務（在宅勤務、会議･ﾐｰﾃｨﾝｸﾞへのｵﾝﾗｲﾝ開催･出席、ｻｰ

ﾋﾞｽ担当者会議のｵﾝﾗｲﾝ開催等）

～Good practice～

（1）居宅介護支援会議
・51回開催【目的：利用者に関する情報又はｻｰﾋﾞｽ提供にあたっての留

意事項に係る伝達等】

（2）介護支援専門員実務者研修生の受け入れ
・1名受け入れ

（3）特定事業所集中減算
・なし

（4）「鈴鹿市認知症高齢者等安心見守りｼｰﾙ交付事業※１６」
（5）R5年度に向けた「ｹｱﾌﾟﾗﾝﾃﾞｰﾀ連携ｼｽﾃﾑ※１７」への対応

準備
・導入説明会参加（2022.8.17）

（6）協力（調査研究）
・Topicsのとおり
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革新

革新

※１６）認知症高齢者の方が行方不明になったときに、発見者がｼｰﾙの二次元ｺｰﾄﾞを読み取ることで、速やかに家族
などに安否が通知され、早期発見や保護につなげます。（鈴鹿市ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ）

※１７）国民健康保険中央会では、居宅介護支援事業所と介護ｻｰﾋﾞｽ事業所との間で毎月やりとりされるｹｱﾌﾟﾗﾝ
の一部情報（予定・実績）をﾃﾞｰﾀ連携するｼｽﾃﾑｦ構築しています。
ｹｱﾌﾟﾗﾝ（提供票）をﾃﾞｰﾀで送受信できるようになり、業務の負担軽減に繋がります。
●ﾃﾞｰﾀ連携で、作業時間の削減やコスト削減が期待できます
ｻｰﾋﾞｽ提供票や居宅ｻｰﾋﾞｽ計画書など、手書き・印刷し、FAXや郵送などでやりとりしていた書類をｼｽﾃﾑ
上でﾃﾞｰﾀの送受信ができるようになり、業務負担軽減が期待できます。（国保中央会ﾘｰﾌﾚｯﾄVer.2）



7.在介係（介護予防･介護支援、地域における
公益的な取組）

✔鈴鹿市ﾌﾚｲﾙ※1８予防ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑﾃﾞｲﾘｰｱｸｼｮﾝ事業
・鈴鹿市受託事業 ・事業開始：令和4年度

・対 象：鈴鹿第1圏域（椿･鈴峰･庄内･深伊沢･
久間田･石薬師･加佐登地区）のｻﾛﾝ

・参加ｻﾛﾝ ：11箇所／17箇所中
・登録者数：179名
・事業参加継続率 ：71.6％(2回の体力測定者：101名)
・自宅での運動継続率 ： 4.9％(１回目の体力測定に参加した141名が対象)
・身体機能の維持･改善率：34.0％(維持18名・改善28名(141名中))

～Good practice～

✔鈴鹿市介護予防普及啓発事業（Web教室）：計16回、5名参加

✔鈴鹿市高齢者見守り体制整備事業 ：計0回

✔鈴鹿市高齢者緊急一時保護事業 ：計0回

(1)鈴鹿市受託事業

※１８）ﾌﾚｲﾙ：要介護状態に至る前段階として位置づけられています。身体的脆弱性のみならず精
神・心理的脆弱性や社会的脆弱性などの多面的な問題を抱えやすく、自立障害や死亡を含
む健康障害を招きやすいﾊｲﾘｽｸな状態を意味します。（「ﾌﾚｲﾙ診療ｶﾞｲﾄﾞ2018年版」（日本
老年医学会／国立長寿医療研究ｾﾝﾀｰ））

✔協力･参画･登録事業
①社会福祉法人等による利用者負担軽減

②鈴鹿市行方不明高齢者等のための安心ﾈｯﾄﾜｰｸ活動

（三重県鈴鹿警察署･鈴鹿市･鈴鹿市社会福祉協議会）

③鈴鹿市認知症高齢者等安心見守りｼｰﾙ交付事業（鈴鹿市）

④安全･安心ﾊﾟﾄﾛｰﾙ（鈴鹿市青少年対策推進本部）

⑤三重県社会福祉法人地域公益活動「みえ福祉の『わ』創造事業」

⑥福祉避難所設置運営に関する協定（鈴鹿市）

⑦災害時相互支援協定（鈴亀地区老人福祉施設協会）

⑧三重県災害派遣福祉ﾁｰﾑDWAT（三重県災害福祉支援ﾈｯﾄﾜｰｸ）

⑨感染症発生時における職員派遣覚書（三重県老人福祉施設協会）

✔法人独自事業
①車いす等の無料貸出 ②障がい者･高年齢者等就職困難者の雇用推進

③感染症予防や熱中症予防、特殊詐欺防止等の啓発

④AEDの設置（A棟） ⑤講師･ｽﾀｯﾌの派遣

⑥制度改正情報等の提供 など

(2)地域における公益的な取組
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革新



8.研修受講等、学びの機会

19

✔外部研修 ：65回、内部研修：39回

✔うちｵﾝﾗｲﾝ研修：75回、現地研修：29回 計104回

✔延べ受講者数 ：215名
・全員受講の研修は含んでいない

・別紙「８．研修受講等、学びの機会」のとおり

～Good practice～



1.法人運営(総務係)
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別 紙

目標：「ｻｰﾋﾞｽの質向上と業務負担軽減の両立を目指す」（“よくなる”×“楽する”）

年度当初に計画した取組内容：
(1) ｼﾞｮﾌﾞﾛｰﾃｰｼｮﾝ(複数職務の経験機会)の実施（人材活用、事業継続性）
(2) 生産性向上（業務改善、昨年度までに整備した設備、機器等のﾌﾙ活用（ICT･ﾛﾎﾞｯﾄ等ﾃｸ

ﾉﾛｼﾞｰの活用促進（IoT化促進、「時間」と「場所」を選ばない働き方の推進、新たな活用
方法の創出、現場革新、実証、PR、助成金活用、各種ﾏﾆｭｱﾙの更新等））

(3)  ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ等による情報公開、情報発信（目標：年間70万ﾍﾟｰｼﾞﾋﾞｭｰ）
(4)  「みえ福祉第三者評価」の受審（→特別養護老人ﾎｰﾑ）
(5)  外国人介護人材等、多様な人材の雇用促進
(6)  研修受講推進（→「8.研修受講等、学びの機会」のとおり）
(7)  介護予防、各種加算算定促進
(8)  抱えない介護、転倒防止の推進
(9)  地域における公益的事業の実施
(10)地域、外部機関、関係各団体との連携、情報交換

月 評価 計画実施内容 コメント

４ ☀ ｼﾞｮﾌﾞﾛｰﾃｰｼｮﾝ移行開始 ４月１日～実施

☀ 消防訓練(本館3棟･翠風) 4月１３日実施

☀ 井戸水質検査(本館･翠風) 異常なし

☀ 本館(A棟)修繕【令和3年度から継続】 修繕完了

☀/☁ 創立29周年記念行事(29日) ｺﾛﾅ禍によりｲﾍﾞﾝﾄを中
止しお祝い料理を提供

５ ☀ 監事監査 5月16日実施

☀ 内部経理・予算監査 5月17日実施

☀ 理事会 5月24日開催

☀ 消防用設備等点検(本館･翠風) ５月１２日、１３日実施

６ ☀ 定時評議員会 6月7日開催

☀ 上期人事考課(20日) 職員69名考課

☀ OJTﾁｪｯｸﾘｽﾄ研修 6月23日～追加実施

８ ☀ 職員健康診断 １２月２４日実施

☀ ｱﾝｹｰﾄの実施(利用者･家族･職員、～10月) 6月1日～実施

【評価】☀ ：達成できた （７５－１００％）
☀/☁：ほとんど達成できた （５０－ ７５％）
☁ ：あまり達成できなかった （２５－ ５０％）
☂ ：ほとんど達成できなかった（ ０－ ２５％）
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別 紙

月 評価 計画実施内容 コメント

９ ☀/☁ 敬老祝賀会(19日) ｺﾛﾅ禍によりｲﾍﾞﾝﾄを中
止しお祝い料理を提
供

１１
☀ 理事会

決議省略：７月１２日、９
月２０日、１１月１７日

☀ 評議員会 決議省略：１１月２４日

☀ ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ予防接種 １０月実施

☀ 消防用設備等点検(本館棟･翠風棟) 11月10日、１１日実施

☀/☁ ｸﾞﾘｰﾝの秋まつり・取組報告会(3日) ｺﾛﾅ禍によりｲﾍﾞﾝﾄを中
止し取組報告動画を
撮影・公開

☀ 職員目標設定 11月2日までに実施

１２ ☀ 下期人事考課(15日) 職員73名考課、ﾊﾟｰﾄﾀｲ
ﾏｰ35名考課（３月）

☀/☁ ｸﾘｽﾏｽ会(17日) ｺﾛﾅ禍により、ｲﾍﾞﾝﾄを
中止しお祝い料理を提供

２ ☀ 職員健康診断 ２月１５日実施

３ ☀ 理事会 ３月１０日実施

☀ 評議員会 ３月２４日実施

☀ 安全運転･腰痛予防研修 ３月８日～31日実施

☀/☁ ｼﾞｮﾌﾞﾛｰﾃｰｼｮﾝ移行完了 職員１名、1月１日～産
前休暇

通
年

☀ 月例会(原則毎月１日) ｺﾛﾅ禍によりｵﾝﾗｲﾝ併用
で開催☀ 幹部会議(原則毎月20日)

☀ 会計監査(毎月) ｺﾛﾅ禍によりｵﾝﾗｲﾝ併用
で実施

☀ 社会保険労務士労務顧問契約 電話･Eﾒｰﾙ等で対応

☀ 防火管理、建築物、電気工作物、浄化槽、昇降機
等の月次点検及び年次点検(本館棟･翠風棟)

期日までに実施

☀ 感染症予防 医務係「⑤感染症予防、
発生時の対応」のとお
り

不
定
期

☀/☁ 採用時研修（採用時のしおり） ｵﾝﾗｲﾝ併用としたが、採
用後直ちに実施できな
いｹｰｽがあった

☀ 感染症にかかるﾜｸﾁﾝ接種の実施 ４回目：７月実施
5回目：１１月実施



2.特養係（特別養護老人ﾎｰﾑ鈴鹿ｸﾞﾘｰﾝﾎｰﾑ）
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別 紙

目標：〈介護･相談部門〉「2040に繋ぐ未来のﾊﾞﾄﾝ」

目標：〈介護支援専門員〉「ｺｽﾊﾟ(ｺｽﾄﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽ＝費用対効果)とﾀｲﾊﾟ(ﾀｲﾑﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽ＝時間対効

果）を意識した業務をしよう！～業務効率化と良質な介護ｻｰﾋﾞｽの提供～」

月 評価 計画実施内容 コメント

４ ☀ 入居者健康診断 医務係主体で実施

☀ 消防訓練 13日

☀/☁ 創立29周年記念行事(29日) お祝い料理を提供

☀/☁ 制度改正勉強会
業務改善会議・ﾕﾆｯﾄ会
議内で実施

６ ☀ 上期人事考課(20日) ２４名考課

☀ OJTﾁｪｯｸﾘｽﾄ研修 追加実施

年度当初に計画した取組内容：
(1)  LIFE、各種加算への取組(根拠のある良質な介護ｻｰﾋﾞｽの提供と入居者の生活の質向上)

(2) 機能訓練、栄養ｹｱ、認知症ｹｱ、口腔ｹｱ、排泄ｹｱ、褥瘡ｹｱﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ(LIFE のﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ活用、ｹｱﾌﾟﾗ

ﾝ･各種計画書のPDCAｻｲｸﾙ管理)

(3)  「みえ福祉第三者評価」受審

(4)  ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾄﾗﾝｽﾌｫｰﾒｰｼｮﾝの推進、ﾃｸﾉﾛｼﾞｰ(ICT･介護ﾛﾎﾞｯﾄ･機器)の利活用･連動(IoT)

(5)  人材育成･定着･活用

①育成活動

(ⅰ)人事考課(6月、12月)、職員自己目標の設定(11月)、個別育成計画

(ⅱ)研修受講：ｵﾝﾗｲﾝの活用、学び･多職種･他業種との意見交換の機会

(ⅲ)介護記録ｿﾌﾄ、LIFE等(職員が同じﾚﾍﾞﾙで使用、業務効率化)

②人材定着

(ⅰ)経営理念等に基づいた運営、ｶﾞﾊﾞﾅﾝｽ(組織における統治)の徹底

(ⅱ)職場の環境整備、働き方改革

・抱えない介護(ﾛﾎﾞｯﾄ、機器、器具等)の推進

・ICT(情報通信技術)、介護ﾛﾎﾞｯﾄ、ｲﾝｶﾑ、機器･器具、AI等の利活用及び効果検証

・効率の良いｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ方法、ﾀｲﾊﾟを意識、ﾍﾟｰﾊﾟﾚｽ化

③人材活用

(ⅰ)外国介護人材の雇用に関する取り組み

(ⅱ)高年齢者の雇用(業務分担の推進等)、ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ等からの支援

(6)  ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ等による取組活動の見える化

(7)  その他

①非常災害対策(天災、火災、感染症等)

②地域における公益的事業の実施

③法令遵守

【評価】☀ ：達成できた （７５－１００％）
☀/☁：ほとんど達成できた （５０－ ７５％）
☁ ：あまり達成できなかった （２５－ ５０％）
☂ ：ほとんど達成できなかった（ ０－ ２５％）
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月 評価 計画実施内容 コメント

6 ☀ 身体拘束適正化研修 30名受講

8 ☀ 職員健康診断 12月に実施

☀ ｱﾝｹｰﾄの実施(入居者家族･職員、～10月) ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞにおいて公表

☀/☁ ACP（ｱﾄﾞﾊﾞﾝｽ・ｹｱﾌﾟﾗﾝﾆﾝｸﾞ） 勉強会
総務係･生活相談員受
講

９ ☀ 敬老祝賀会(19日) お祝い料理を提供

☀ 東海北陸ﾌﾞﾛｯｸ老人福祉施設研究大会(富山ｵﾝﾗｲﾝ大会) 事例発表（動画）

１０ ☀ 感染症対策研修会
９･１１・３月の計３回（医
務係主導）

☀ 消防訓練(夜間想定、事業継続にかかる訓練を含む) ｺﾛﾅ禍によりR5.3実施

☀/☁ 大掃除

☀ 外国人介護人材雇用 ９月、11月、1月計４名
雇用

１１ ☀ ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ予防接種 １０～11月接種

☀/☁ ｸﾞﾘｰﾝの秋まつり･取組報告会(3日) 動画２本公開

☀ 職員目標設定 全員設定

１２ ☀ 下期人事考課(15日) 23名考課

☀ ｸﾘｽﾏｽ会(17日) お祝い料理を提供

☀ 身体拘束適正化研修 ３４名受講

１ ☁ 普通救命講習･喀痰吸引等研修 ｺﾛﾅ禍により中止

２ ☀ 職員健康診断

３ ☀ 安全運転･腰痛予防研修 ｵﾝﾃﾞﾏﾝﾄﾞを活用し受講

通
年

☀ 業務改善会議(ﾕﾆｯﾄﾘｰﾀﾞｰ会議･毎月･ｵﾝﾗｲﾝ対応)
ｵﾝﾗｲﾝを活用し、毎月開
催

☀ ﾕﾆｯﾄ会議(毎月･ｵﾝﾗｲﾝ対応)
対面・ｵﾝﾗｲﾝ併用し毎月
開催

☀ 月例会(原則毎月１日）
対面・ｵﾝﾗｲﾝ併用し毎月
開催

☀ 幹部会議(原則毎月20日)
対面・ｵﾝﾗｲﾝ併用し毎月
開催

☀ ｻｰﾋﾞｽ担当者会議 毎月開催（3月毎）

不
定
期

ー 連携会議(各部署代表者) ４月開催（随時開催）

☀ 口腔ｹｱに関する研修会(年2回以上) 歯科衛生士勤務時実施

☀ その他必要な学び等研修等機会の確保 別紙「８．研修受講等、
学びの機会」のとおり



3.特養係（ｼｮｰﾄｽﾃｲ鈴鹿ｸﾞﾘｰﾝﾎｰﾑ）
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目標：「Road to 2040 Project(ｻｽﾃﾅﾋﾞﾘﾃｨｰ:法人の持続可能性）」

月 評価 計画実施内容 コメント

４ ☀ 消防訓練

☀ 創立29周年記念行事(29日)

６ ☀ 上期人事考課(20日)

☀ OJTﾁｪｯｸﾘｽﾄ研修 追加実施

☀ 身体拘束適正化研修

８ ☀ 職員健康診断

☀ ｱﾝｹｰﾄの実施(職員、～10月)

９ ☀ 敬老祝賀会(19日)

１０ ☀ 感染症対策研修会

☀ 消防訓練(夜間想定、事業継続にかかる訓練を含む) ｺﾛﾅ過によりR5.3実施

☀ 大掃除

年度当初に計画した取組内容：
（1）ﾋﾞｼﾞﾈｽﾏﾅｰを常に意識する

①失礼な振る舞いは NG 
②法人理念は浸透率 100％
③5S(整理、整頓、清潔、清掃、しつけ)に対する意識の重要性

（2）稼働率と収益率向上のｼｽﾃﾑ作り
①稼働率の安定化、収益率の向上

（3）職員教育を根幹に 『ｽﾃｲﾀｽ、Value』:各ﾕﾆｯﾄにおいて模索
①ﾆｰｽﾞを理解する(ｱｾｽﾒﾝﾄの重要性) 
②個別ｹｱの推進
③ご家族に対しても個別ｹｱを推進
④日常業務内での職員教育(ICT･介護ﾛﾎﾞｯﾄ･IoT･外国人介護人材の活用ｽｷﾙ) 

（4）情報発信
①多いほどよりよい
②動画(法人理念･介護現場の就業ｼｰﾝ) 
③困っている所に手が届くｻｰﾋﾞｽの構築(緊急時･ｽﾋﾟｰﾃﾞｨな対応) 

（5）人材の確保、配置
（6）業務効率化

①ICT･介護ﾛﾎﾞｯﾄの活用、IoT 化
②職員配置(2.35：1)でも利用したいｼｮｰﾄｽﾃｲｻｰﾋﾞｽの構築

（7）新規ﾋﾞｼﾞﾈｽﾓﾃﾞﾙの模索 より一層の好循環と地域包括ｹｱｼｽﾃﾑ構築を目指したﾋﾞｼﾞﾈｽﾓﾃﾞﾙの検討

【評価】☀ ：達成できた （７５－１００％）
☀/☁：ほとんど達成できた （５０－ ７５％）
☁ ：あまり達成できなかった （２５－ ５０％）
☂ ：ほとんど達成できなかった（ ０－ ２５％）



25

別 紙

月 評価 計画実施内容 コメント

10 ☀ 外国人介護人材雇用

11 ☀ ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ予防接種

☀ ｸﾞﾘｰﾝの秋まつり･取組報告会(3日)

☀ 職員目標設定

１２ ☀ 下期人事考課(15日) 

☀/☁ ｸﾘｽﾏｽ会(17日)

☀ 身体拘束適正化研修

１ ☂ 普通救命講習･喀痰吸引等研修 ｺﾛﾅ禍により中止

２ ☀ 職員健康診断

３ ☀ 安全運転･腰痛予防研修

通
年

☀ 業務改善会議(ﾕﾆｯﾄﾘｰﾀﾞｰ会議･毎月･ｵﾝﾗｲﾝ対応)

☀ ﾕﾆｯﾄ会議(毎月･ｵﾝﾗｲﾝ対応)

☀ 月例会(原則毎月１日）

☀ 幹部会議(原則毎月20日)

☀ ｻｰﾋﾞｽ担当者会議

不
定
期

☀
連携会議(各部署代表者) 



4.特養係（ｼｮｰﾄｽﾃｲ鈴鹿ｸﾞﾘｰﾝﾎｰﾑ翠風）
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目標：「Road to 2040 Project(ｻｽﾃﾅﾋﾞﾘﾃｨｰ:法人の持続可能性）」

月 評価 計画実施内容 コメント

４ ☀ 消防訓練 13日、１名出席

☀/☁ 創立29周年記念行事(29日) お祝い料理を提供

６ ☀ 上期人事考課(20日)

☀ OJTﾁｪｯｸﾘｽﾄ研修 追加実施、10名受講

☀ 身体拘束適正化研修 24日、10名受講

８ ☀ 職員健康診断

☀ ｱﾝｹｰﾄの実施(職員、～10月) 10名回答

９ ☀ 敬老祝賀会(19日) お祝い料理を提供

１０ ☀ 感染症対策研修会 27日、10名受講

☀ 消防訓練(夜間想定、事業継続にかかる訓練を含む) ｺﾛﾅ禍によりR5.3実施、
２名受講

☀ 大掃除 12月に実施

年度当初に計画した取組内容：
（1）ﾋﾞｼﾞﾈｽﾏﾅｰを常に意識する

①失礼な振る舞いは NG 
②法人理念は浸透率 100％
③5S(整理、整頓、清潔、清掃、しつけ)に対する意識の重要性

（2）稼働率と収益率向上のｼｽﾃﾑ作り
①稼働率の安定化、収益率の向上

（3）職員教育を根幹に 『ｽﾃｲﾀｽ、Value』:各ﾕﾆｯﾄにおいて模索
①ﾆｰｽﾞを理解する(ｱｾｽﾒﾝﾄの重要性) 
②個別ｹｱの推進
③ご家族に対しても個別ｹｱを推進
④日常業務内での職員教育(ICT･介護ﾛﾎﾞｯﾄ･IoT･外国人介護人材の活用ｽｷﾙ) 

（4）情報発信
①多いほどよりよい
②動画(法人理念･介護現場の就業ｼｰﾝ) 
③困っている所に手が届くｻｰﾋﾞｽの構築(緊急時･ｽﾋﾟｰﾃﾞｨな対応) 

（5）人材の確保、配置
（6）業務効率化

①ICT･介護ﾛﾎﾞｯﾄの活用、IoT 化
②職員配置(2.35：1)でも利用したいｼｮｰﾄｽﾃｲｻｰﾋﾞｽの構築

（7）新規ﾋﾞｼﾞﾈｽﾓﾃﾞﾙの模索 より一層の好循環と地域包括ｹｱｼｽﾃﾑ構築を目指したﾋﾞｼﾞﾈｽﾓﾃﾞﾙの検討

【評価】☀ ：達成できた （７５－１００％）
☀/☁：ほとんど達成できた （５０－ ７５％）
☁ ：あまり達成できなかった （２５－ ５０％）
☂ ：ほとんど達成できなかった（ ０－ ２５％）
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月 評価 計画実施内容 コメント

１0 ☀ 外国人介護人材雇用 １名雇用

11 ☀ ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ予防接種 10月に実施

☀/☁ ｸﾞﾘｰﾝの秋まつり･取組報告会(3 日) 併設短期と合同で動画公開

☀ 職員目標設定 実施

12 ☀ 下期人事考課(15日) １１名考課

☀ ｸﾘｽﾏｽ会(17日) お祝い料理を提供

☀ 身体拘束適正化研修 ２３日、１２名受講

１ ☂ 普通救命講習･喀痰吸引等研修 実施なし

２ ☀ 職員健康診断 全員受診

３ ☀ 安全運転･腰痛予防研修 ８～３１日、12名受講

通
年

☀ 業務改善会議(ﾕﾆｯﾄﾘｰﾀﾞｰ会議･毎月･ｵﾝﾗｲﾝ対応) ３名出席

☀ ﾕﾆｯﾄ会議(毎月･ｵﾝﾗｲﾝ対応) 全員出席

☀ 月例会(原則毎月１日） ｵﾝﾗｲﾝを活用し出席

☀ 幹部会議(原則毎月20日) ｵﾝﾗｲﾝ、対面併用で出席

☀ ｻｰﾋﾞｽ担当者会議 担当ｹｱﾏﾈｼﾞｬｰ招集時に出席

不
定
期

☂ 連携会議(各部署代表者) ４月欠席



✔医務係
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目標：「健康危機の予防と発生時の対応に責任をもつ」

月 評価 計画実施内容 コメント

４ ☀ 入居者定期健康診断、ﾚﾝﾄｹﾞﾝ検査
計６５名、X線撮影
4/28実施

☁ 消防訓練 係内でｺﾛﾅ陽性者有

☀ 創立29周年記念行事(29日) 実施

５ ☁ 認知症研修会 感染症研修に変更実施

６ ☀ 肺炎球菌ﾜｸﾁﾝ接種 計１０名

☀ 上期人事考課(20日) 実施

☀ OJTﾁｪｯｸﾘｽﾄ研修 追加実施

年度当初に計画した取組内容：
（1）看取りｹｱの充実

①ご入居者を主体とした看取りｹｱ
②意思決定･尊厳を保った個別ｹｱの推進
③ACP(ｱﾄﾞﾊﾞﾝｽ･ｹｱﾌﾟﾗﾝﾆﾝｸﾞ)の実施及び研修、勉強会の実施(年1回以上) 
④入居者様・家族様と多職種とのACPについて話し合い推進、多様化する看取りｹｱへの対応
⑤喀痰吸引等研修･普通救急救命講習会の受講
⑥ｼｮｰﾄｽﾃｲ･在宅ご利用者の看取りｹｱ支援

（2）感染症予防の徹底
①新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ等感染症のまん延防止、多職種との情報交換・連携強化
②感染予防対策の徹底、啓発（手洗い・うがい・消毒・換気・防護衣着用・体調管理等
③勉強会の実施（年複数回、ｵﾝﾗｲﾝによる研修参加推奨）
④各種予防接種の実施(ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ･新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ･肺炎球菌等）
⑤検査ｷｯﾄの積極活用
⑥多職種連携

（3）認知症高齢者への支援･ｹｱの向上
①苦痛緩和や意思決定の尊厳を保持したｹｱ推進
②認知症ｹｱに関する研修・勉強会の実施(年１回以上) 
③認知症を理解したｹｱの展開(認知症の行動･心理症状(BPSD)を含む) 
④情報収集、ｱｾｽﾒﾝﾄ
⑤行動制限を行わない
⑥《快》なｹｱの提供

（4）業務改善･業務効率化
①医療ﾆｰｽﾞの高いご利用者、経管栄養･排尿ｶﾃｰﾃﾙ･人工肛門等のｹｱ、ｲﾝｽﾘﾝ注射･吸痰ｹｱが必要な
方への支援

②「ｻｰﾋﾞｽの質」と「業務の負担軽減」の両立
③優先度を定め、業務分担化を図る

【評価】☀ ：達成できた （７５－１００％）
☀/☁：ほとんど達成できた （５０－ ７５％）
☁ ：あまり達成できなかった （２５－ ５０％）
☂ ：ほとんど達成できなかった（ ０－ ２５％）
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月 評価 計画実施内容 コメント

6 ☀ 身体拘束適正化研修 ７月に変更、全員受講

7 ☀ 看取りｹｱ研修会 ３月に変更実施

8 ☀ 職員健康診断 全員受診

☀ 褥瘡予防研修会 １０月に変更実施

９ ☀ 敬老祝賀会(19日) 実施

１０ ☀ 感染症対策研修会 ９･１１・３月の計３回

☀ 入居者定期歯科検診 ３月に変更実施

☀ 消防訓練(夜間想定、事業継続にかかる訓練を含む) ｺﾛﾅ禍によりR5.3実施

☀ 大掃除 １２月に変更実施

１１ ☀ ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ予防接種 １０月に変更実施

☀ ｸﾞﾘｰﾝの秋まつり･取組報告会(3日)
感染症対策について動
画公開

☀ 職員目標設定 実施

１２ ☀ 下期人事考課(15日) 実施

☀ ｸﾘｽﾏｽ会(17日) 実施

☀ 身体拘束適正化研修 ２月に変更実施

１ ☁ 普通救命講習･喀痰吸引等研修 ｺﾛﾅ禍により中止

２ ☀ 職員健康診断 夜勤者なし

３ ☀ 安全運転･腰痛予防研修 ８名受講

通
年

☀ 業務改善会議(ﾕﾆｯﾄﾘｰﾀﾞｰ会議･毎月･ｵﾝﾗｲﾝ対応)
感染症･褥瘡対策委員
会を毎月開催実施

☀ ﾕﾆｯﾄ会議(毎月･ｵﾝﾗｲﾝ対応)
研修･勉強会を開催実
施

☀ 月例会(原則毎月１日） 出席

☀ 幹部会議(原則毎月20日) 出席

☀ ｻｰﾋﾞｽ担当者会議 出席

不
定
期

☀ 連携会議(各部署代表者) ４月開催出席

☀ 新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽﾜｸﾁﾝ接種 ７・１１月の計２回

☀/☁ ｵﾝﾗｲﾝ研修受講 別紙「８．研修受講等、
学びの機会」のとおり



✔栄養・調理部門(総務係)
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目標：「ﾃﾞｼﾞﾀﾙ×ｱﾅﾛｸﾞできめ細やかな栄養管理に努めます」

月 評価 計画実施内容 コメント

４ ー 消防訓練 新入職員なし

☁ 調理施設害虫等駆除 ５月17日実施

☀ 創立29周年記念行事(29日) お祝い料理提供

６ ☀ 上期人事考課(20日)

☀ OJTﾁｪｯｸﾘｽﾄ研修 追加実施、ﾁｪｯｸﾘｽﾄ確認

８ ☀ 職員健康診断 8月6日受診

９ ☀ 敬老祝賀会(19日) お祝い料理提供

10 ー 消防訓練(夜間想定、事業継続にかかる訓練を含む) ｺﾛﾅ禍によりR5.3実施

年度当初に計画した取組内容：
（1）栄養ｹｱﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ

介護記録ｼｽﾃﾑの機能を駆使し、効率的なﾃﾞｰﾀの収集と日々の食事観察(ﾐｰﾙﾗｳﾝﾄﾞ)、多職種から
の情報を得ながら、解決すべき課題を見出し、速やかに栄養介入する
①低栄養のｽｸﾘｰﾆﾝｸﾞ
②ﾐｰﾙﾗｳﾝﾄﾞと嗜好及び食習慣等調査
③食事摂取状況、身体活動レベル、身体特性(身長・体重等)、身体機能の変化に合わせたｱｾｽﾒﾝﾄ

(課題分析)･ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ(観察)の実施
④LIFE へのﾃﾞｰﾀ提出とﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸの活用

（2）栄養関連加算
栄養ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ強化加算、経口維持加算の算定
①低栄養のﾘｽｸに応じたﾐｰﾙﾗｳﾝﾄﾞ(食事･摂取状況の観察)の実施
②配置医、協力歯科医、歯科衛生士との連携
③多職種による会議、ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ

（3）毎日の楽しみになるような献立づくり
食事でも四季を感じていただけるように

①旬の食材を使用し、季節ごとの行事食を組み込む
②事業所、ﾕﾆｯﾄ毎の食事やおやつ作り企画の提案・実施
③調理ｽﾀｯﾌとの連携、ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ
④安全な食事提供のための HACCP(危害分析及び重要管理点)に基づく衛生管理

（4）食事を通じての情報発信
積極的にﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞに発信していく

①食事に関するﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ、季節のｲﾍﾞﾝﾄ、献立表のｸﾞﾘｰﾝﾎｰﾑだよりへのｱｯﾌﾟ

【評価】☀ ：達成できた （７５－１００％）
☀/☁：ほとんど達成できた （５０－ ７５％）
☁ ：あまり達成できなかった （２５－ ５０％）
☂ ：ほとんど達成できなかった（ ０－ ２５％）
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月 評価 計画実施内容 コメント

11 ☀/☁ 大掃除 3月31日実施

☀ 調理施設害虫等駆除 １１月２４日実施

☂ ｸﾞﾘｰﾝの秋まつり･取組報告会(3日) 動画１本公開

☀ 給食施設運営状況報告書提出 １１月28日提出

☀ 職員目標設定

１２ ☀ 下期人事考課(15日) 

☀ ｸﾘｽﾏｽ会(17日) お祝い料理提供

１ ☂ 普通救命講習･喀痰吸引等研修 ｺﾛﾅ禍により中止

２ ☀ 鈴鹿医療科学大学 管理栄養士臨地実習
２月１３～１７日
実習生２名受入れ

３ ☀ 安全運転･腰痛予防研修 ２、３月に受講

通
年

☀ 食中毒発生及びまん延防止委員会(毎月) １２回

☀ 給食会議(毎月・業務改善会議内) １２回

☀ 業務改善会議(ﾕﾆｯﾄﾘｰﾀﾞｰ会議･毎月･ｵﾝﾗｲﾝ対応) １２回

☀/☁ ﾕﾆｯﾄ会議(毎月･ｵﾝﾗｲﾝ対応)

☀ 月例会(原則毎月１日） １２回

☀ 幹部会議(原則毎月20日)
１回（事業計画ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰ
ｼｮﾝ時）

☀ ｻｰﾋﾞｽ担当者会議

☀/☁ ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽ:おやつづくりﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ ２２回

☂ ﾕﾆｯﾄ毎･ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽ:食事ｲﾍﾞﾝﾄ ２回

不
定
期

☀/☁ 栄養、食品衛生に関する研修受講、施設外研修(ｵﾝﾗｲﾝ等) 別紙「８．研修受講等、
学びの機会」のとおり



5.在介係（ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ鈴鹿ｸﾞﾘｰﾝﾎｰﾑ
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目標：「一歩踏み込み工夫し新たな価値を創造する」

月 評価 計画実施内容 コメント

４ ☀ 消防訓練 ４月１３日、3名参加

☀/☁ 創立29周年記念行事(29日) お祝い料理を提供

☀ 感染症対策研修 ４月４、５日実施

☀ BCP(事業継続計画)研修 ４月４、５日実施

☀ 介護の基本研修 ４月５日実施、１名

５ ☀ 人権擁護、高齢者虐待防止研修 ５月１１、１２日実施、17名

☀ 身体拘束適正化研修 ５月１１、１２日実施、17名

☀ 腰痛予防対策と腰を痛めない介助法研修 ５月４日実施、２名

６ ☀ 上期人事考課(20日) ７名考課

☀ OJTﾁｪｯｸﾘｽﾄ研修 追加実施

☀ ﾘｽｸﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ研修 ６月２、８日実施、１４名

☀ 高齢者の心身の特徴研修 ６月９日実施、２名

８ ☀ 職員健康診断 １２月２４日受診

☀ 立ち上がりを理解する(研修) ７月５日実施、１名

９ ☀ 敬老祝賀会(19日) お祝い料理を提供

☀ 感染症対策研修 ７月５日実施、１名

年度当初に計画した取組内容：
（1） 機能訓練に特化したｻｰﾋﾞｽをより多くの方に利用して頂く(在宅生活維持･健康寿命延伸) 
（2） 事業所のさらなる質の向上と見える化の推進(LIFEﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸの活用と機能訓練結果の見える

化、介護保険制度･介護報酬体系に沿ったｻｰﾋﾞｽの提供、認知症ｹｱ(環境と対応への配慮)
（3） ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ(社会参加、生活の楽しみ)の充実
（4） 生産性向上(業務改善、昨年度までに整備した設備･機器等のﾌﾙ活用(ICT･ﾛﾎﾞｯﾄ等ﾃｸﾉ ﾛｼﾞｰの

活用促進(IoT化促進、新たな活用方法の創出）
（5） 共生型ｻｰﾋﾞｽへの取り組み
（6） 障がい者(児)日中一時支援事業の提供
（7） 積極的な情報発信の推進(PR 活動、ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ発信:目標年間100本、ﾆｭｰｽﾚﾀ-配布:毎月及び臨

時）
（8） 地域、事業所間、他(多)職種との連携
（9） 研修計画に沿った学び
（10）感染症対策

【評価】☀ ：達成できた （７５－１００％）
☀/☁：ほとんど達成できた （５０－ ７５％）
☁ ：あまり達成できなかった （２５－ ５０％）
☂ ：ほとんど達成できなかった（ ０－ ２５％）
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月 評価 計画実施内容 コメント

9 ☀ 一般的介助の食事支援研修 10月１２、１３日実施、１３名

10 ☀ 消防訓練(夜間想定、事業継続にかかる訓練を含む) ｺﾛﾅ禍によりR5.3実施

☁ 大掃除 随時実施に変更

11 ☀ 排せつｹｱの根拠(その1)研修 １１月５日実施、２名

☀ ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ予防接種 １０月接種

☀ ｸﾞﾘｰﾝの秋まつり･取組報告会(3日) 動画１本公開

☀ 身体拘束適正化研修
１２月６、７、１０日実施、１３
名

☀ 片麻痺者の介護とは １２月1日実施、１名

☀ 職員目標設定 １１月２日までに実施

１２ ☀ 下期人事考課(15日) 

☀ ｸﾘｽﾏｽ会(17日) お祝い料理を提供

１ ☂ 普通救命講習･喀痰吸引等研修 ｺﾛﾅ禍により中止

３ ☀ 安全運転研修
腰痛予防研修

３月２５日受講
２月１４、１５日受講

通
年

☀ 定例会議(原則毎月１０日) ｵﾝﾗｲﾝ併用で出席

☀ 月例会(原則毎月１日） ｵﾝﾗｲﾝ併用で出席

☀ 幹部会議(原則毎月20日) ｵﾝﾗｲﾝ併用で出席

☀ ｻｰﾋﾞｽ担当者会議 文書照会

☀ 感染症対策 定時消毒・換気を実施

不
定
期

ー 連携会議(各部署代表者) 開催なし

☀ 事業所外研修(ｵﾝﾗｲﾝ中心） 別紙「８．研修受講等、学び
の機会」のとおり



6.在介係(鈴鹿ｸﾞﾘｰﾝﾎｰﾑ居宅介護支援事業所･ｹｱﾏﾈｼﾞｬｰ)
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目標：「生産性向上と地域への貢献できるために」

月 評価 計画実施内容 コメント

４ ☀ 第１･第２包括合同ﾌﾟﾗｯﾄﾎｰﾑ会議 ５月17日、４名出席

☀ 消防訓練 ４月１３日実施、１名

☀/☁ 創立29周年記念行事(29日)

☀ 感染症対策研修 ４月１1日実施、5名

５ ☀ 鈴鹿亀山地区広域連合集団指導 7月６日、管理者受講

☀ 人権擁護、高齢者虐待防止研修 9日、５名受講

６ ☀ 地域ｹｱ圏域会議 １２月18日、１名出席

☀ OJTﾁｪｯｸﾘｽﾄ研修 追加実施

☀ 上期人事考課(20日) 4名実施

☀ 身体拘束適正化研修 5名受講

７ ☀ 第１･第２包括合同ﾌﾟﾗｯﾄﾎｰﾑ会議 ８月１６日、４名出席

☀ ﾘｽｸﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ研修 １１日、５名受講

８ ☀ 職員健康診断 １２月２４日受診

☀ 第１･第２包括合同事例検討会 16日、４名出席

９ ☀/☁ 敬老祝賀会(19日)

☀ 感染症対策研修 5日、5名受講

１０ ☀ 消防訓練(夜間想定、事業継続にかかる訓練を含む) 3月14日実施、５名

☀ 大掃除 １２月実施

年度当初に計画した取組内容：
（1） 組織、組織人としての行動
（2） 介護保険制度、介護報酬体系に沿ったｻｰﾋﾞｽの提供
（3） ﾃｸﾉﾛｼﾞｰを活用したｹｱﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄの実践（ﾃﾚﾜｰｸ、ｵﾝﾗｲﾝ会議）
（4） ｽﾋﾟｰﾃﾞｨｰな対応
（5） ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ発信、ﾆｭｰｽﾚﾀｰ配布(随時)
（6） ｹｱﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｻｲｸﾙに沿った業務
（7） 居宅介護支援会議の開催(原則毎週)
（8） 非常時の支援対策
（9） 研修受講
（10）ﾜｰｸﾗｲﾌﾊﾞﾗﾝｽ(仕事と家庭の両立) 

【評価】☀ ：達成できた （７５－１００％）
☀/☁：ほとんど達成できた （５０－ ７５％）
☁ ：あまり達成できなかった （２５－ ５０％）
☂ ：ほとんど達成できなかった（ ０－ ２５％）
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月 評価 計画実施内容 コメント

1０ ☀ 地域ｹｱ圏域会議 １月１７日、１名出席

11 ☀ ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ予防接種 １１月接種

☀ ｸﾞﾘｰﾝの秋まつり･取組報告会(3日) 動画１本公開

☀ 人権擁護･高齢者虐待防止研修 １０月２７日、４名受講

☀ 鈴鹿第１･第２地域包括支援ｾﾝﾀｰ合同ﾌﾟﾗｯﾄﾎｰﾑ会議 １５日、3名出席

☀ 職員目標設定 ２日までに実施

１２ ☀ 下期人事考課(15日) ４名考課

☀/☁ ｸﾘｽﾏｽ会(17日) 実施

１ ☀ 普通救命講習 実施なし

☀ 実習生受け入れ説明会 希望者なし

☀
BCP（事業継続計画）研修 ９月20日：４名、１０月１４

日：３名受講（株式会社ﾜｲｽﾞﾏ
ﾝ様）

☀
他事業所との事例検討会･意見交換会 ２月１４日、ゆずりは居宅介

護支援事業所と実施
（Zoom）、5名出席

２ ☀ 職員健康診断(管理宿直者対象) 15日、対象者受診

☀ 安全運転･腰痛予防研修 ８日～31日、全員受講

通
年

☀ 定例会議(原則週１回) ｵﾝﾗｲﾝを活用し週１回実施

☀ 月例会(原則毎月１日） ｵﾝﾗｲﾝ・対面併用し毎月出席

☀ 幹部会議(原則毎月20日) ｵﾝﾗｲﾝ・対面併用し毎月出席

不
定
期

☀ ｹｱﾌﾟﾗﾝ点検 １１月９日、１名

☀ 連携会議(各部署代表者) １階、２名出席

☀ 事業所外研修(ｵﾝﾗｲﾝ中心） 別紙「８．研修受講等、学び
の機会」のとおり



7.在介係(在宅介護支援)
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目標：「一歩踏み込み、工夫し、新たな価値を創造する」

月 評価 計画実施内容 コメント

通
年 ☀

介護予防教室 ※「鈴鹿市ﾌﾚｲﾙ予防ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑﾃﾞｲﾘｰｱｸｼｮﾝ事業」実施
※ｺﾛﾅ禍によりR4.6から本格実施
※各ｻﾛﾝにおいて事前説明会及び見学・体験会等実施

☀ Web教室

不
定
期

☂
介護予防教室

年度当初に計画した取組内容：
（1）介護予防普及啓発事業の受託、実施(出前教室･Web教室)

①ﾓﾌ測、ﾓﾌﾄﾚの活用(Moff ﾊﾞﾝﾄﾞの活用)
②ｵﾝﾗｲﾝの活用、連携実施(遠隔型介護予防の実施、地域支援ﾌﾟﾗｯﾄﾎｰﾑの構築)
③音楽会、介護予防体操、体力測定等の実施
④感染症の状況等に合わせた教室開催

（2）高齢者見守り体制整備事業の受託、実施
（3）地域における公益的事業の実施
（4）積極的な情報発信の推進(熱中症・感染症予防、特殊詐欺防止啓発)
（5）車いす等無料貸出事業の実施
（6）地域からの相談対応、支援
（7）地域見守り、啓発活動(安心安全ﾈｯﾄﾜｰｸ等)
（8）地域活動への協力

【評価】☀ ：達成できた （７５－１００％）
☀/☁：ほとんど達成できた （５０－ ７５％）
☁ ：あまり達成できなかった （２５－ ５０％）
☂ ：ほとんど達成できなかった（ ０－ ２５％）



8.研修受講等、学びの機会

区 分

月 主催等 研修内容･ﾃｰﾏ等 受講部署・人数外部
研修

内部
研修

ｵﾝﾗｲﾝ
受講

現地
受講

● ●
４月 お茶の水ｹｱｻｰ

ﾋﾞｽ学院様
介護の基本研修 ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽ １ 名

● ●
お茶の水ｹｱｻｰ
ﾋﾞｽ学院様

感染症対策事業･継続計
画（BCP）研修

ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽ全職員

● ●

防火管理者 消防訓練 総務係１名
特養係９名
医務係１名
ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽ ３ 名
居宅介護支援４名

● ●
5月 お茶の水ｹｱｻｰ

ﾋﾞｽ学院様
腰痛予防対策と腰を痛
めない介助法

ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽ全職員

● ● 三重県 社会福祉法人運営研修会 総務係１名

● ●
鈴鹿第1・第2
地域包括支援
ｾﾝﾀｰ様

合同ﾌﾟﾗｯﾄﾎｰﾑ会議内研
修会

居宅介護支援４名

● ●
ﾏｯｽﾙ株式会社
様

非装着型移乗支援ﾛﾎﾞｯﾄ
「SASUKE」ｵﾝﾗｲﾝ講習

特養係２名

● ● 6月 法人 安全管理対策研修 全職員

● ●
三重県 障がい福祉ｻｰﾋﾞｽ事業所

職員等基礎研修
ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽ １ 名

● ●
お茶の水ｹｱｻｰ
ﾋﾞｽ学院様

ﾘｽｸﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ研修 ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽ全職員

● ●
お茶の水ｹｱｻｰ
ﾋﾞｽ学院様

高齢者の心身の特徴研
修

ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽ全職員

● ● ― 参議院本会議視聴 総務係１名

● ●

慶応義塾大学
様

2040独立自尊ﾌﾟﾛｼﾞｪ
ｸﾄ「超高齢社会に我々は
何ができる！？～ﾃｸﾉﾛ
ｼﾞｰ×社会ｼｽﾃﾑ」

総務係１名

● ● 7月 ﾕﾆｯﾄ内 接遇ﾏﾅｰ研修 特養係６名

● ●
高齢者住宅新
聞社様

高齢者住宅新聞社ｳｪﾋﾞ
ﾅｰ

特養係１名

● ● ﾕﾆｯﾄ内 接遇ﾏﾅｰ研修 特養係８名

● ●
新産業文化創
出研究所様

第２回機能老化の克服
社会共創研究会ｾﾐﾅｰ

総務係１名

● ●
三十三銀行様 ｵﾝﾗｲﾝ講演会「地域活性

化の鍵」
総務係１名
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区 分

月 主催等 研修内容･ﾃｰﾏ等 受講部署・人数外部
研修

内部
研修

ｵﾝﾗｲﾝ
受講

現地
受講

● ●
７月 三重県介護支

援専門員協会
鈴亀支部様

事例検討会 居宅介護支援４名

● ● お茶の水ｹｱｻｰ
ﾋﾞｽ学院様

ﾘｽｸﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ研修 居宅介護支援４名

● ● 鈴鹿亀山地区
広域連合

指定居宅介護支援事業
者等集団指導

総務係１名

● ● ﾕﾆｯﾄ内 褥瘡に関する勉強会 特養係７名

● ●

慶応義塾大学
様

2040独立自尊ﾌﾟﾛｼﾞｪ
ｸﾄ"『「研究者×産業界×
学生」動き出した2040
年問題への新たな一
歩』

総務係１名

● ● ８月 みえDXｾﾝﾀｰ 第2回みえDXｾﾝﾀｰｾﾐﾅｰ 総務係１名

● ●
三重県災害福
祉支援ﾈｯﾄﾜｰｸ
様

三重県災害派遣福祉ﾁｰﾑ
(三重県DWAT)登録員
訓練

特養係１名

● ● 事例検討会 居宅介護支援4名

● ●
９月 お茶の水ｹｱｻｰ

ﾋﾞｽ学院様
感染症対策研修 居宅介護支援４名

● ●
全国老人福祉
施設協議会

安全対策担当者養成研
修

特養係６名
医務係１名

● ●

全国老人福祉
施設協議会・
東海北陸ﾌﾞﾛｯ
ｸ老人福祉施
設協議会

令和4年度東海北陸ﾌﾞ
ﾛｯｸ老人福祉施設研究大
会（富山ｵﾝﾗｲﾝ大会）

総務係１名
特養係2名

● ●
三重県老人福
祉施設協会

高齢者の皮膚疾患、褥
瘡ｹｱ研修会

総務係１名
特養係１名
医務係１名

● ●
＆ Consulti
ng Firm様

ICTｼｽﾃﾑ整備・成功の秘
訣

総務係１名
特養係１名

● ●
三重県薬務課
ﾗｲﾌｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ
班

みえﾗｲﾌｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝｼﾝﾎﾟｼﾞ
ｳﾑ

総務係１名
特養係１名

● ●
三重県老人福
祉施設協会

ｶｽﾀﾏｰﾊﾗｽﾒﾝﾄに関する研
修会

総務係１名
特養係１名

● ● ﾕﾆｯﾄ内 ﾕﾆｯﾄｹｱに関する勉強会 特養係８名

● ●
株式会社ﾜｲｽﾞ
ﾏﾝ様

ﾜｲｽﾞﾏﾝｵﾝﾗｲﾝｾﾐﾅｰ（BCP
（事業継続計画）、感染
症対策）

居宅介護支援4名

● ●

＆ Consulti
ng Firm様

自主企画ｾﾐﾅｰ：R５年厚
生労働省予算概算要求
から見る、科学的介護の
活用方向性について

総務係１名
特養係１名

● ●
全国老人福祉
施設協議会

２１世紀委員会代表者会議
内研修会

総務係１名
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区 分

月 主催等 研修内容･ﾃｰﾏ等 受講部署・人数外部
研修

内部
研修

ｵﾝﾗｲﾝ
受講

現地
受講

● ● 9月 高齢者住宅新
聞社様

第11回介護経営ｻﾐｯﾄ 総務係１名
特養係１名

● ● 10月 みえDXｾﾝﾀｰ 第３回みえDXｾﾝﾀｰｾﾐﾅｰ 総務係１名
特養係１名

● ●
ｼﾙﾊﾞｰ産業新
聞様・ATCｴｲ
ｼﾞﾚｽｾﾝﾀｰ様

介護ﾛﾎﾞｯﾄ・ICTを介護
施設運営にどう生かす
？

特養係１名

● ● ﾕﾆｯﾄ内 排せつ用品に関する勉
強会

特養係４名

● ● 三重県老人福
祉施設協会

ICT・介護ﾛﾎﾞｯﾄ普及促
進研修会

総務係１名
特養係１名

● ●
三重県社会福
祉施設経営者
協議会

会計実務者養成講座 総務係１名

● ● 三重県老人福
祉施設協会

人権問題・権利擁護研修
会

総務係１名
特養係１名

● ● １１月 ﾕﾆｯﾄ内 J-PAS装着研修 特養係1名

● ●
ｺﾆｶﾐﾉﾙﾀQOL
ｿﾘｭｰｼｮﾝｽﾞ株
式会社様

HitomeQ定着導入研
修

特養係3名

● ● 三重県老人福
祉施設協会

介護事業所における事業
継続計画（災害編）研修

総務係３名
特養係２名

● ● １２月 三重県老人福
祉施設協会

人材育成に関する研修
会

総務係１名
特養係１名

● ●

全国老人福祉
施設協議会・
東 北ﾌﾞﾛｯｸ老
人福祉施設協
議会・四国ﾌﾞ
ﾛｯｸ老人福祉
施設協議会

東北・四国ﾌﾞﾛｯｸｶﾝﾄﾘｰﾐｰ
ﾃｨﾝｸﾞ

総務係1名

● ● 三井化学株式
会社様

三井化学ﾌｫｰﾗﾑ2022 総務係１名

● ● 三重県・みえﾃ
ｸﾉｴｲﾄﾞｾﾝﾀｰ様

福祉用具ﾌｫｰﾗﾑ2022 特養係１名

● ● 三重県老人福
祉施設協会

ACP（ｱﾄﾞﾊﾞﾝｽ･ｹｱ･ﾌﾟﾗﾝ
ﾆﾝｸﾞ）研修会

総務係１名
特養係１名

● ● 高齢者住宅新
聞社様

第12回介護経営ｻﾐｯﾄ 特養係１名

● ● １月 三重県老人福
祉施設協会

排せつｹｱに関する研修会 総務係１名
特養係１名

● ● 三重県老人福
祉施設協会

ああ良かったと想える
看取り介護研修会

総務係１名
特養係１名

● ●
全国老人福祉
施設協議会

第１回全国老人福祉施設
大会・研究会議～JSﾌｪｽ
ﾃｨﾊﾞﾙin栃木～

総務係１名
特養係３名

● ●

三十三ﾋﾞｼﾞﾈｽ
ｸﾗﾌﾞ

新春講演会「2023年の
内外経済展望～激変続く
世界経済と日本の課題
～」

総務係１名
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区 分

月 主催等 研修内容･ﾃｰﾏ等 受講部署・人数外部
研修

内部
研修

ｵﾝﾗｲﾝ
受講

現地
受講

● ●
１月 ｺﾆｶﾐﾉﾙﾀ

QOLｿﾘｭｰｼｮ
ﾝｽﾞ株式会社

HitomeQ導入支援ｻｰ
ﾋﾞｽ結果報告会

特養係２名

● ● 三重県 第4回みえDXｾﾝﾀｰｾﾐﾅｰ 特養係１名

● ●
２月 三重県老人福

祉施設協会
防災研修会 総務係１名

● ●
鈴鹿保健所
健康増進課

給食施設従事者ｵﾝﾗｲﾝ研
修

総務係２名

● ●
三重県老人
福祉施設協
会

介護の生理学研修会研
修会

総務係１名

● ●
全国老人福
祉施設協議
会

２１世紀委員会代表者会
議内研修会

総務係１名

● ● － 感染症ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ訓練 居宅介護支援5名

● ●
ｺﾆｶﾐﾉﾙﾀ
QOLｿﾘｭｰｼｮ
ﾝｽﾞ株式会社

HitomeQ導入支援ｻｰ
ﾋﾞｽ結果報告会

特養係３名
総務係１名

● ●

全国老人福
祉施設協議
会・北海道ﾌﾞ
ﾛｯｸ老人福祉
施設協議会・
東海北陸ﾌﾞ
ﾛｯｸ老人福祉
施設協議会

北海道・東海北陸ﾌﾞﾛｯｸｶ
ﾝﾄﾘｰﾐｰﾃｨﾝｸﾞ

総務係１名
特養係１名

● ●

全国老人福
祉施設協議
会・東北ﾌﾞﾛｯ
ｸ老人福祉施
設協議会・四
国ﾌﾞﾛｯｸ老 人
福祉施設協
議会

関東・九州ﾌﾞﾛｯｸｶﾝﾄﾘｰﾐｰ
ﾃｨﾝｸﾞ

総務係１名

● ●

全国老人福
祉施設協議
会・近畿ﾌﾞﾛｯ
ｸ老人福祉施
設協議会・中
国ﾌﾞﾛｯｸ老 人
福祉施設協
議会

近畿・中国ﾌﾞﾛｯｸｶﾝﾄﾘｰﾐｰ
ﾃｨﾝｸﾞ

総務係１名

● ●
３月 三重県老人

福祉施設協
会

21世紀委員会勉強会 総務係１名
特養係１名

● ●

厚生労働省・
公益財団法
人ﾃｸﾉｴｲﾄﾞ協
会様

介護現場における生産
性向上推進ﾌｫｰﾗﾑ（東海
北陸）

総務係1名

● ●
全国老人福
祉施設協議
会

２１世紀委員会代表者会議
内研修会

総務係１名
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区 分

月 主催等 研修内容･ﾃｰﾏ等 受講部署・人数外部
研修

内部
研修

ｵﾝﾗｲﾝ
受講

現地
受講

● ●

３月 国際医療福
祉大学様

第1回若手介護経営者
勉強会、社会福祉法人
善光会様見学、意見交
換会

総務係1名

● ●
全国老人福
祉施設協議
会

ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽ事業継続・経営
改善ｾﾐﾅｰ

総務係１名

● ●

防火管理者 消防訓練（総合訓練） 総務係２名
特養係８名
医務係１名
在介係５名

● ●
三重県 第5回みえDXｾﾝﾀｰｾﾐﾅｰ 総務係１名

特養係１名

● ●
ｺﾆｶﾐﾉﾙﾀ
QOLｿﾘｭｰｼｮ
ﾝｽﾞ株式会社

HitomeQ導入支援ｻｰ
ﾋﾞｽ結果報告会

特養係３名
総務係１名

● ● 法人 腰痛予防研修 全部署職員

● ● 法人 安全運転研修 全部署職員

● ●
法人 各事業自己評価研修 総務係１名

特養係１名
ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽ １名

● ● 半期 三重県 ｻｰﾋﾞｽ管理責任者研修 ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽ １ 名

● ● ６月～
三重県 介護支援専門員更新研

修
居宅介護支援2名

● ●
訪問
時

特養ﾎｰﾑ 歯科衛生士、口腔ｹｱに
関する指導研修

特養係、看護職
員、管理栄養士

● ● ●
６月
１２月

法人 人権・権利擁護･身体拘
束適正化に関する研修
会

特養係、医務係、
ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽ、 居 宅
介護支援

● ●

４月
９月
１２月
１月

法人 感染症ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ訓練 全部署職員

● ● １０月
お茶の水ｹｱ
ｻｰﾋﾞｽ学院様

感染症対策研修 ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽ全職員
翠 風 1 0 名

● ● 10月
防火管理者 災害ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ訓練（発電

機への軽油補充訓練）
特養係３名

● ● ●
採用
時

法人 新入職員研修（「採用時
のしおり」使用）

全部署新入職員
13名受講
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